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wire, Tube および VALVE WORLD EXPO などフラッグシップ見本市で世界的な

成功を収める 

 

デュッセルドルフでは金属生産、金属加工・仕上げ、ワイヤー、ケーブル、チュー

ブおよび鉄鋼関連の見本市が長い伝統のもと開催されています。このワイヤー、ケ

ーブル、チューブ関連見本市の国際ポートフォリオを表す統合ブランドとして「メ

タル・フローテクノロジー業界メッセ」が打ち立てられています。そしてここに

2010 年からさらに国際バルブ専門見本市（VALVE WORLD EXPO）が加わりまし

た。また 4 年ごとに、業界のハイライトイベントである GIFA（鋳造） / METEC

（冶金） / THERMPROCESS（熱処理）および NEWCAST（精密鍛造）もデュッ

セルドルフ見本市会場で開催されています。 

 

wireと Tubeはデュッセルドルフで 30年以上にわたって共同開催されています。

この 2つの見本市は各業界で No.1の見本市であり、ノルトラインヴェストファー

レン州首都デュッセルドルフの枠を超えて、国際的なトップ見本市の名声を得てい

ます。こうして、ノルトラインヴェストファーレン州の経済拠点であるデュッセル

ドルフが産業イノベーションプラットフォームとして世界中から高い評価を受ける

に至っています。 

 

現在、ワイヤーおよび管材産業向けに世界全体で 11 の国際サテライト見本市が実

施されています。母体見本市であるデュッセルドルフの wireと Tubeの他に、中国

国際ワイヤー産業展（上海）、インド国際ワイヤー産業展（ムンバイ）、ロシア国

際ワイヤー産業展（モスクワ）、東南アジア国際ワイヤー産業展（バンコク）、南

米国際管材・バルブ・ポンプ製造加工・技術・部品展（サンパウロ）、さらに

FABTECH 内の Tube＆Pipe メーカーおよびサプライヤーパビリオン（シカゴ）の

実施です。これらは、さらなる成長の可能性を持つ世界的なポートフォリオです。 

 

これに加えて、デュッセルドルフ展示会場のコングレスセンターでは、wire関連の

国際専門会議 Cabwireが、また Tube関連の国際管材工業会(ITA)会議が隔年で実施

されています。 

 

ワイヤー産業の主要プレイヤー向けのトップイベントは国際ワイヤー機械協会

（IWMA）および国際ワイヤ・ケーブル出展者協会（IWCEA）によって開催されて

います。また管材協会として世界で唯一グローバル展開をしている国際管材工業会

（ITA）が Tuve関連の ITA会議を開催しています。 
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2010年以降、VALVE WORLD EXPO見本市もデュッセルドルフで開催され、成功

を収めています。工業用継手およびバルブのトップ見本市であることから、米国と

中国でもサテライト見本市が実施されています。アメリカ国際バルブ技術会議・専

門見本市（ヒューストン）とアジア国際バルブ技術・専門見本市（上海）では会議

が併催され、これらの見本市はそれぞれの国の主要な地域専門産業展に発展してい

ます。 

 

ドイツ、ブラジル、中国、インド、ロシア、タイあるいは米国のいずれの見本市に

おいても、メッセ・デュッセルドルフは、現地の子会社と共同で、また国際産業・

経済団体や地元主催者と協力しながら、世界中で産業界屈指のサテライト見本市を

開催しています。これらの見本市はそれぞれの地域で情報・受注プラットフォーム

としての地位を確立しています。 
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